












はじめに 

乳幼児突然死症候群(SIDS)は、原因不明の突然死であるが、近年睡眠時無呼吸との関連が

指摘されている。一方、成人領域を中心に、睡眠に伴い、頻回に無呼吸を認める睡眠障害

が、sleep apnea 症候群として注目されている。この sleep apnea 症候群は、単に睡眠障

害だけでなく、睡眠時に低酸素血症、不整脈を共ない、肺性心、うっ血性心不全をまねく

ことが知られている。 

睡眠時無呼吸という共通性において、小児の sleep apnea 症候群の睡眠生理を検討するこ

とは、SIDS の病態を解明する上に有用と考えられる。今回、我々は、扁桃アデノイド肥大

による sleep apnea症候群の 1例に、終夜睡眠ポリグラフを行い、睡眠構築、各睡眠段階

ごとの呼吸、心拍数の変化、無呼吸の型と頻度、体位、動脈血液ガス所見を扁桃アデノイ

ド摘出前後で比較検討し報告する。 


